多血小板血漿(PRP)療法 施術説明書
上野医院では院長・医師 上野正樹（管理者・実施責任者）が、自己多血小板血漿（PRP）を用いたシワ・タルミの改善の美容医療を行っています。

PRPはご自身の血小板を濃縮した成分で、この中には皮膚の再生を促進する様々な成長因子が含まれています。これらは、閉鎖式の無菌操作で行われ、かつ自己血液であるために、他人からの病気がうつる、あるいは感染症を起こす心配は基本的にありません。

当院では、自己多血小板血漿(PRP)療法を行うにあたり、厚生労働大臣に再生医療等提供計画を提出しております。（施設番号：FC3140033）
PRP療法は毎年、再生医療等委員会において審査を受けています。

PRP療法の目的及び内容
患者血液を採取し、遠心分離を行い、多血小板血漿(PRP)を作成し、患者に投与するものです。人の胚性幹細胞、人工多能性幹細胞及び人工多能性幹細胞用細胞でなく、遺伝子操作を行わず、かつ動物の細胞も利用しません。シワ・タルミの改善に行う細胞は患者自身の血小板細胞です。
1. 患者の静脈血をPRP作製専用機材により無菌的に10ml採取し、遠心分離を行います。
2. 細胞の加工方法：密封遠心分離した血漿から多血小板血漿を回収します。

3. 細胞加工物の投与方法：院内治療室にて、1mlシリンジを用いて投与部位に注入します。対象部位は顔面、頚部の皮内及び皮下組織です。生体のカルシウムを利用する為、活性化は不要です。
□ 静脈血採血による合併は極めて稀ですが、失神・吐き気・静脈炎･内出血斑・神経損傷を起こす可能性があります。

□ PRP注入後、腫れや針刺しによる内出血が起こることがあります。

□ 治療費は、1回 の採血で作成するPRP 18万5,000円（別途消費税）です。

□ 作成されたPRPは全て投与する為、保管する事はありません。

□ PRP療法を受ける者の健康、子孫に受け継がれ得る遺伝的特徴等に関する重要な知見が得られる可能性がある場合には、別紙の予診票によりチェックし、お知らせします。

□ PRP療法を受ける者から取得された試料等について、当該者又は代諾者から同意を受ける時点では特定されない将来の研究のために用いる可能性又は、他の医療機関に提供する事はありません。患者情報は流出しないように留意しております。

PRPの治療効果
□ PRP注入は、完全にシワ・タルミを改善するものではなく、個人の自然治癒力を利用しているため、徐々に改善するが、その治療効果に個人差があること及び治療効果を保証するものではありません。また、シワ・タルミの程度によっては複数回の治療が必要となることがあります。

PRP療法の不適な方（禁忌）
① 喘息・アトピー性皮膚炎の方　② 妊娠している方　③ 授乳中の方　
④ 膠原病で治療中の方　⑤悪性腫瘍で治療中の方　⑥ 心臓病・脳梗塞の既往がある方

前述の処置の本態と目的及びその実施に関わる危険性を十分説明しました。

説明年月日: 　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
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